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異なる機能を有する複数の機能性糸が一枚の布に織り込まれたウィーバブルデバイスは、現存

のウェアラブルデバイスでは困難な多機能性を有した次世代ウェアラブルデバイスとして期待さ

れる。ウィーバブルデバイスの実現に向けて、糸一本に対する金属化が求められるものの、金属

層と糸の低密着性や、単純で空隙の少ない構造が原因で、金属化糸の作製は一般に困難である。 

これに対して当研究室では、超臨界二酸化炭素 (scCO2) アシスト触媒化法を用いた無電解 Ni-

P めっきによる PET 糸[1]や Nylon 糸[2]の金属化に近年成功している。また、糸の撚り数 ([T/m]) 

が金属化糸の導電性を左右する重要な因子であることを見出している。一方で、金属種は依然 Ni-

P に限定される。そこで本研究では、新奇金属化糸の作製を目的として、全金属元素で最も導電

性に優れる銀 (Ag) に着目した。高導電性に加え、抗菌性や生体適合性にも優れるため、Ag 被覆

糸はウィーバブルデバイスにより適した材料と期待できる。本発表では、scCO2 アシスト触媒化

法を用いた撚り数の異なる Ag/Nylon 糸の作製とその材料評価の結果について報告する。 

既報[1,2]を参考に、Pd(hfa)2 錯体を Pd 触媒前駆体に用いて、異なる撚り数の Nylon 糸の scCO2 

アシスト触媒化処理を行った。触媒化糸に対して、銀鏡反応[3]による無電解銀めっきを行った。得

られた Ag/Nylon 糸の導電性を二探針法で評価し、表面形態を光学顕微鏡 (OM) で観察した。 

撚り数と Ag/Nylon 糸の電気抵抗値の関係

を Table 1 に示す。撚り数の増加に伴い電気抵

抗が減少し、導電性が向上した。既報同様[1,2]、

撚り数の増加は Ag 被覆に有利に働くことが

分かった。Fig. 1 に、撚り数 865 [T/m] の Ag/Nylon 糸の 

OM 像を示す。糸全体での金属光沢が確認され、これが高導

電性に寄与したと考えられる。以上より、scCO2 アシスト触

媒化無電解銀めっきによる Ag/Nylon 糸の作製に成功し、ま

たその電気伝導性に対する撚り数の影響の解明に成功した。 
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Table 1. Effects of twist number on electrical 

resistance of Ag/Nylon yarns 

Twist number [T/m] 455 665 865 

Resistance [Ω] 763±237 237±271 61±49 

 

Fig. 1. The OM image of the 

Ag/Nylon yarn (865 [T/m]). 
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